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(57)【要約】
　ジッパーは、ジッパーを開放するために開放方向に、
かつジッパーを閉鎖するために閉鎖方向に移動可能なス
ライダ（１４）を有する。スライダ（１４）は、制御部
材（５８）とケーシング（１８、４０、４６）とを備え
、制御部材（５８）は、開放方向のスライダ（１４）の
移動が防止されるロック位置と、開放方向のスライダ（
１４）の移動が可能にされるロック解除位置との間で移
動可能である。制御部材（５８）がロック位置にあると
き、ケーシング（１８、４０、４６）は、ロック位置か
らロック解除位置に制御部材（５８）を移動させる傾向
を有する接触力の適用を実質的に防止するように少なく
とも部分的に制御部材（５８）を囲む。制御部材（５８
）は、近傍の永久磁石（７８）によって磁力が適用され
る材料から少なくとも部分的に形成される。したがって
、制御部材（５８）は、磁力を制御部材（５８）に適用
することによってロック位置からロック解除位置に移動
されることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジッパーを開放するために開放方向に、かつ前記ジッパーを閉鎖するために閉鎖方向に
移動可能なスライダを有するジッパーにおいて、前記スライダが制御部材とケーシングと
を備え、前記制御部材が、前記開放方向の前記スライダの移動が防止されるロック位置と
、前記開放方向の前記スライダの移動が可能にされるロック解除位置との間で移動可能で
あり、前記制御部材が前記ロック位置にあるとき、前記ケーシングが、前記ロック位置か
ら前記ロック解除位置に前記制御部材を移動させる傾向を有する接触力の適用を実質的に
防止するように少なくとも部分的に前記制御部材を囲み、前記制御部材が、近傍の永久磁
石によって磁力が適用される材料から少なくとも部分的に形成され、これによって、磁力
を前記制御部材に適用することによって前記制御部材が前記ロック位置から前記ロック解
除位置に移動することを可能にすることを特徴とする、スライダ。
【請求項２】
　制御部材とケーシングとを備えるジッパー用のスライダにおいて、前記制御部材が、前
記スライダを組み込む前記ジッパーの開放を防止するためのロック位置と、前記ジッパー
の開放を可能にするためのロック解除位置との間で移動可能であり、前記制御部材が前記
ロック位置にあるとき、前記ケーシングが、前記ロック位置から前記ロック解除位置に前
記制御部材を移動させる傾向を有する接触力の適用を実質的に防止するように少なくとも
部分的に前記制御部材を囲み、前記制御部材が、近傍の永久磁石によって磁力が適用され
る材料から少なくとも部分的に形成され、これによって、磁力を前記制御部材に適用する
ことによって前記制御部材が前記ロック位置から前記ロック解除位置に移動することを可
能にすることを特徴とする、スライダ。
【請求項３】
　請求項１に記載のジッパーまたは請求項２に記載のスライダにおいて、前記ケーシング
が実質的に完全に前記制御部材を囲み、前記制御部材が、前記ケーシングの近傍および前
記ケーシングの外部の永久磁石によって前記制御部材に適用された磁力によって前記ロッ
ク位置から前記ロック解除位置に移動可能であることを特徴とするジッパーまたはスライ
ダ。
【請求項４】
　請求項１または請求項３に記載のジッパー、あるいは請求項２または請求項３に記載の
スライダにおいて、前記磁力が磁気引力であることを特徴とするジッパーまたはスライダ
。
【請求項５】
　請求項１、３または４の何れか１項に記載のジッパー、あるいは請求項２乃至４の何れ
か１項に記載のスライダにおいて、前記材料がフェライト材料であることを特徴とするジ
ッパーまたはスライダ。
【請求項６】
　請求項１、３乃至５の何れか１項に記載のジッパー、あるいは請求項２乃至５の何れか
１項に記載のスライダにおいて、前記ケーシングが非磁性材料から形成されることを特徴
とするジッパーまたはスライダ。
【請求項７】
　請求項１、３乃至６の何れか１項に記載のジッパー、あるいは請求項２乃至６の何れか
１項に記載のスライダにおいて、前記スライダに、前記制御部材を前記ロック位置内に弾
性的に付勢するための手段が設けられることを特徴とするジッパーまたはスライダ。
【請求項８】
　請求項７に記載のジッパーまたはスライダにおいて、前記スライダが、前記制御部材が
ロック解除位置に移動されると、弾性付勢手段に対抗して前記制御部材を前記ロック解除
位置に保持するために動作可能である戻り止め機構を有することを特徴とするジッパーま
たはスライダ。
【請求項９】
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　請求項１、３乃至８の何れか１項に記載のジッパー、あるいは請求項２乃至８の何れか
１項に記載のスライダにおいて、前記ロック解除位置から前記ロック位置に前記制御部材
を移動させるために手で直接操作することができるボタンが、前記スライダに設けられる
ことを特徴とするジッパーまたはスライダ。
【請求項１０】
　請求項９に記載のジッパーまたはスライダにおいて、前記ボタンが前記ケーシングの部
分であることを特徴とするジッパーまたはスライダ。
【請求項１１】
　請求項９が請求項８に従属するとき、請求項９または１０に記載のジッパーまたはスラ
イダにおいて、前記ボタンの操作が、前記ロック解除位置から前記ロック位置に前記制御
部材を移動させるために前記戻り止め機構に優先することを特徴とするジッパーまたはス
ライダ。
【請求項１２】
　請求項１、３乃至１１のいずれか１項に記載のジッパーにおいて、前記ジッパーが２列
の相互ロック可能な要素を有し、前記スライダが前記ロック位置と前記ロック解除位置と
の間で移動可能なロック部材を含み、前記制御部材が前記ロック位置にあるとき、前記開
放方向の前記スライダの摺動移動を防止するために前記ロック部材が前記要素の間に間挿
され、また前記ロック部材が前記ロック解除位置にあるとき、前記ジッパーを開放するた
めに前記スライダが前記開放方向に摺動可能であり、前記ロック位置から前記ロック解除
位置の前記制御部材の移動により、前記ロック部材が前記ロック位置から前記ロック解除
位置に移動させられるかまたは移動が可能にされることを特徴とするジッパー。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のジッパーにおいて、前記ロック位置から前記ロック解除位置の前記
制御部材の移動により、前記ロック部材が前記ロック位置から前記ロック解除位置に移動
させられるように、前記制御部材が前記ロック部材に操作可能に連結されることを特徴と
するジッパー。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のジッパーにおいて、前記制御部材と前記ロック部材との間の前記操
作連結機構が、前記制御部材と前記ロック部材との間の磁気引力であることを特徴とする
ジッパー。
【請求項１５】
　請求項１２乃至１４の何れか１項に記載のジッパーにおいて、前記ロック部材が枢着部
分とピン部分とを有し、前記ロック部材が、前記枢着部分によって画定された箇所のほぼ
周りで前記ロック位置と前記ロック解除位置との間で枢着し、前記ピン部分が、前記ロッ
ク部材が前記ロック位置にあるときに前記開放方向の前記スライダの移動を防止するため
に要素の間に間挿されることを特徴とするジッパー。
【請求項１６】
　請求項１２乃至１５の何れか１項に記載のジッパーにおいて、前記スライダに、前記制
御部材を前記ロック位置内に弾性的に付勢するための手段が設けられ、前記制御部材が前
記ロック位置に移動するにつれて、前記制御部材が前記ロック部材を支承して、前記ロッ
ク部材を前記ロック位置内に付勢することを特徴とするジッパー。
【請求項１７】
　請求項１、３乃至１１の何れか１項に記載のジッパー、あるいは請求項２乃至１１の何
れか１項に記載のスライダにおいて、前記スライダが、２列のジッパー要素を受容するた
めのＹ字形の管路を画定し、前記スライダが、前記制御部材が前記ロック位置にあるとき
に前記Ｙ字形の管路内に突出するロックピンを含むことを特徴とするジッパーまたはスラ
イダ。
【請求項１８】
　請求項１、３乃至１７の何れか１項に記載のジッパーと、前記ロック位置から前記ロッ
ク解除位置に前記制御部材を移動させるための永久磁石とを備えるキット。
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【請求項１９】
　請求項１、３乃至１７の何れか１項に記載のジッパーによって閉鎖されるバッグを備え
るセキュリティバッグ。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のセキュリティバッグにおいて、前記バッグが、前記バッグの内容の
観察を可能にするように透明プラスチック材料から少なくとも部分的に形成されることを
特徴とするセキュリティバッグ。
【請求項２１】
　図面を参照して実質的に前に記載したジッパー。
【請求項２２】
　図面を参照して実質的に前に記載したスライダ。
【請求項２３】
　図面を参照して実質的に前に記載したセキュリティバッグ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　ありふれたタイプのジッパーは、２つの列の相互ロック可能な要素（または歯）と、ジ
ッパーを開放するために開放方向に、かつジッパーを閉鎖するために閉鎖方向に移動させ
ることができるスライダとを備える。
【背景技術】
【０００２】
　このようなジッパーの例は、米国特許第２，５９９，０７８号明細書および米国特許第
５，２５５，４１８号明細書に開示されている。これらの文献の各々は、開放方向のスラ
イダの意図しない移動を防止するために役立つ自動ロック機構を含むスライダを有するジ
ッパーを開示している。各々の場合に、ロック機構は、開放方向のスライダの移動が防止
されるロック位置からロック解除位置に移動可能な制御部材を含む。ロック位置からロッ
ク解除位置の制御部材の移動は、制御部材に物理的に係合するプルタブを介して、力を制
御部材に加えることによって達成される。米国特許第２，５９９，０７８号明細書および
米国特許第５，２５５，４１８号明細書の両方において、制御部材は、制御部材と一体的
に形成されたピンを有し、ピンは、ロックを達成するためにジッパーの要素の間に間挿さ
れる。
【０００３】
　他のジッパーは、組み合わせロックまたはキー操作式ロックを組み込むセキュリティロ
ック機構が設けられるスライダを有し、ジッパーの無許可の開放を防止するためにスライ
ダのロックを可能にする。
【０００４】
　本発明の第１の形態によれば、ジッパーであって、ジッパーを開放するために開放方向
に、かつジッパーを閉鎖するために閉鎖方向に移動可能なスライダを有し、スライダが制
御部材とケーシングとを備え、制御部材が、開放方向のスライダの移動が防止されるロッ
ク位置と、開放方向のスライダの移動が可能にされるロック解除位置との間で移動可能で
あり、制御部材がロック位置にあるとき、ケーシングが、ロック位置からロック解除位置
に制御部材を移動させる傾向を有する接触力の適用を実質的に防止するように少なくとも
部分的に制御部材を囲み、制御部材が、近傍の永久磁石によって磁力が適用される材料か
ら少なくとも部分的に形成され、これによって、磁力を制御部材に適用することによって
制御部材がロック位置からロック解除位置に移動することを可能にするジッパーが提供さ
れる。
【０００５】
　本発明の第２の形態によれば、ジッパー用のスライダであって、制御部材とケーシング
とを備え、制御部材が、スライダを組み込むジッパーの開放を防止するためのロック位置
と、ジッパーの開放を可能にするためのロック解除位置との間で移動可能であり、制御部
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材がロック位置にあるとき、ケーシングが、ロック位置からロック解除位置に制御部材を
移動させる傾向を有する接触力の適用を実質的に防止するように少なくとも部分的に制御
部材を囲み、制御部材が、近傍の永久磁石によって磁力が適用される材料から少なくとも
部分的に形成され、これによって、磁力を制御部材に適用することによって制御部材がロ
ック位置からロック解除位置に移動することを可能にするジッパー用のスライダが提供さ
れる。
【０００６】
　本明細書に使用されているように、「接触力」という用語は、２つの固体物体の間の物
理的な接触を通して適用される機械的な力、例えば、押圧または機械的係合によって適用
される力、または摩擦を介して適用される力を指すが、２つの物体の間の粘着を必要とす
る任意の力にも、２つの物体の間の磁気引力または斥力にも敷衍しない。
【０００７】
　本明細書に使用されている近傍は、近くにしかし接触はしない、および接触の両方を含
む。
【０００８】
　好ましくは、本発明の第１または第２の形態のいずれかにおいて、ケーシングは実質的
に完全に制御部材を囲む。制御部材は、ケーシングの近傍およびケーシングの外部の永久
磁石によって制御部材に適用された磁力によってロック位置からロック解除位置に移動可
能である。
【０００９】
　本発明の第３の形態によれば、ジッパーを開放するために開放方向に、かつジッパーを
閉鎖するために閉鎖方向に移動可能なスライダを有するジッパーであって、スライダが制
御部材とケーシングとを備え、制御部材が、開放方向のスライダの移動が防止されるロッ
ク位置と、開放方向のスライダの移動が可能にされるロック解除位置との間で移動可能で
あり、ケーシングが実質的に完全に制御部材を囲み、制御部材が、近傍の永久磁石によっ
て磁力が適用される材料から少なくとも部分的に形成され、これによって、ケーシングの
近傍およびケーシングの外部の永久磁石によって磁力を制御部材に適用することによって
制御部材がロック位置からロック解除位置に移動することを可能にするジッパーが提供さ
れる。
【００１０】
　本発明の第４の形態によれば、ジッパー用のスライダであって、制御部材とケーシング
とを備え、制御部材が、スライダを組み込むジッパーの開放を防止するためのロック位置
と、ジッパーの開放を可能にするためのロック解除位置との間で移動可能であり、ケーシ
ングが実質的に完全に制御部材を囲み、制御部材が、近傍の永久磁石によって磁力が適用
される材料から少なくとも部分的に形成され、これによって、ケーシングの近傍およびケ
ーシングの外部の永久磁石によって磁力を制御部材に適用することによって制御部材がロ
ック位置からロック解除位置に移動することを可能にするスライダが提供される。
【００１１】
　特に明記しない限り、次の好ましい特徴は、互いに無関係であり、かつ本発明のすべて
の形態に適用可能である。
【００１２】
　好ましくは、磁力は磁気引力である。材料はフェライト材料であることが好ましい。ケ
ーシングは非磁性材料から形成される。
【００１３】
　好ましくは、スライダには、制御部材をロック位置内に弾性的に付勢するための手段が
設けられる。このような弾性の付勢手段が設けられる場合、スライダが、制御部材がロッ
ク解除位置に移動されると、弾性付勢手段に対抗して制御部材をロック解除位置に保持す
るために動作可能である戻り止め機構を有することが望ましい。
【００１４】
　好ましくは、ロック解除位置からロック位置に制御部材を移動させるために手で直接操
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作することができるボタンが、スライダに設けられる。ボタンはケーシングの部分でもよ
い。ボタンおよび戻り止め機構の両方が設けられる場合、ボタンの操作が、ロック解除位
置からロック位置に制御部材を移動させるために戻り止め機構に優先する。
【００１５】
　好ましくは、ジッパーは、２つの列の相互ロック可能な要素を有し、スライダはロック
位置とロック解除位置との間で移動可能なロック部材を含む。ロック部材がロック位置に
あるとき、開放方向のスライダの摺動移動を防止するために、ロック部材が要素の間に間
挿され、またロック部材がロック解除位置にあるとき、ジッパーを開放するためにスライ
ダが開放方向に摺動可能である。ロック位置からロック解除位置の制御部材の移動により
、ロック部材は、ロック位置からロック解除位置に移動させられるかまたは移動が可能に
される。
【００１６】
　このようなロック部材が設けられる場合、制御部材は、ロック位置からロック解除位置
の制御部材の移動により、ロック部材がロック位置からロック解除位置に移動させられる
ように、ロック部材に操作可能に連結されることが好ましい。このことは、制御部材とロ
ック部材との間の磁気引力によって達成することができる。
【００１７】
　ロック部材が設けられる場合、ロック部材は、枢着部分とピン部分とを有することが好
ましい。ロック部材は、枢着部分によって画定された箇所のほぼ周りでロック位置とロッ
ク解除位置との間で枢着し、ピン部分は、ロック部材がロック位置にあるときに開放方向
のスライダの移動を防止するために要素の間に間挿される。
【００１８】
　好ましくは、スライダは、２つの列のジッパー要素を受容するためのＹ字形の管路を画
定する。この場合、スライダは、制御部材がロック位置にあるときにＹ字形の管路内に突
出するロックピンを含む。好ましくは、ロックピンは、制御部材がロック解除位置にある
ときにＹ字形状の管路から少なくとも部分的に引き込まれる。
【００１９】
　本発明の第５の形態によれば、本発明の第１または第３の形態によるジッパーと、ロッ
ク位置からロック解除位置に制御部材を移動させるための永久磁石とを備えるキットが提
供される。
【００２０】
　本発明の第６の形態によれば、本発明の第１または第３の形態によるジッパーによって
閉鎖されるバッグを備えるセキュリティバッグが提供される。バッグは、バッグの内容の
観察を可能にするように透明プラスチック材料から少なくとも部分的に形成されることが
好ましい。
【００２１】
　以下は、一例として、本発明の実施形態のより詳細な説明であり、添付の概略図が参照
される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、ジッパーのスライダを示す上からの等角図である。
【図２】図２は、図１のスライダの正面図である。
【図３】図３は、ロック構造の図１および図２のスライダを示し、同様にジッパーのある
要素を示す部分断面の図面である。
【図４】図４は、ロック解除構造の図１～図３のスライダを示し、同様にジッパーのある
要素を示す部分断面の図面である。
【図５】図５は、スライダの頂部に密接に近接した小売り磁石デタッチャを示す図４と同
様の図面である。
【図６】図６は、セキュリティバッグに組み込まれたジッパーの図面である。
【発明を実施するための形態】
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【００２３】
　図１、図２および図６を最初に参照すると、ジッパーは、相互ロック可能な要素１３お
よびスライダ１４の２つの列１０、１２を備える。相互ロック可能な要素１３の２つの列
１０、１２は、従来の構造であり、詳細に説明しない。各列１０、１２の要素１３は、例
えば、列１０、１２を形成するようにプラスチックストリップに公知の方法で取り付けら
れた金属またはプラスチック要素であり得る。
【００２４】
　スライダ１４は、スライダ１４がジッパーを開放するように開放方向に、またジッパー
を閉鎖するように閉鎖方向の両方の方向に摺動することができるように、２つの列１０、
１２の要素１３と係合する。
【００２５】
　次に図１～図４を参照すると、スライダ１４は、底部プレート１６と、頂部プレート１
８と、底部プレート１６と頂部プレート１８とを接続しかつ２つのプレート１６、１８を
互いに平行にかつ離間して保持するセパレータ２０とを有する。
【００２６】
　図２に最善に示されているように、底部プレート１６は２つのフランジ２２を有し、頂
部プレート１８は２つのフランジ２４を有する。従来の方法で、底部プレート１６、頂部
プレート１８、セパレータ２０、底部プレートフランジ２２および頂部プレートフランジ
２４は、２つの列１０、１２の要素１３を共に受容するＹ字形の管路２６を画定する。ス
ライダ１４（図１参照）の後部に、Ｙ字形の管路２６は後部開放部２８を有し、これを通
して相互ロック状態の２つの列１０、１２の要素１３が延びる（図６参照）。スライダ１
４の前部に（図２参照）、Ｙ字形の管路２６は２つの前部開放部３０、３２を有し、これ
らを通して非係合状態の２つの列１０、１２の要素１３のそれぞれの列が延びる（図示せ
ず）。
【００２７】
　スライダ１４の移動の開放方向は、図４に示したように右手側から左手側の２つの列１
０、１２の要素１３に対するスライダ１４の移動に対応する。逆に、スライダ１４の移動
の閉鎖方向は、図４に示したように左手側から右手側の２つの列１０、１２の要素１３に
対するスライダ１４の移動に対応する。スライダ１４がジッパーを開閉する方法は従来の
通りである。
【００２８】
　図１～図４を参照すると、頂部プレート１８は一般に円盤状である。頂部プレート１８
の上面は、第１の凹部３４、第２の凹部３６、および第２の凹部３６の底部から完全に頂
部プレート１８を通して頂部プレート１８の下面に延びる開口３８により形成される。
【００２９】
　円筒状壁４０は、頂部プレート１８の上面に、頂部プレート１８の周縁の周りに固定さ
れる。円筒状壁４０の上端に、内向きに突出するフランジ４２および開放部４４が設けら
れる。ボタン４６は開放部４４内に嵌合する。ボタン４６にフランジ４８が設けられ、こ
のフランジは、円筒状壁４０のフランジ４２と協働して、図３および図４に示したように
ボタン４６が開放部４４から移動することを防止する。ボタン４６およびと円筒状壁４０
は、プラスチック材料から形成される。
【００３０】
　図３および図４に見られるように、スライダ１４は、枢着ロック部材５０を有する。ロ
ック部材５０は、ステンレス鋼から形成され、一方の端部に、枢着部分５２を有する。枢
着部分５２は、ロック部材５０がほぼ枢着部分５２の周りに枢着することを可能にするよ
うに、頂部プレート１８の第１の凹部３４に受容される。ロック部材５０はまた、ロック
ピン５６が突出する本体部分５４を有する。図３に最善に示されているように、ロック部
材５０の本体部分５４は、頂部プレート１８の第２の凹部３６内に受容されるように成形
され、その結果、ロックピン５６は頂部プレート１８の開口３８を通して突出する。
【００３１】
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　なお図３および図４を参照すると、スライダ１４はまた、制御部材５８を含む。制御部
材５８は、ボタン４６に向かって上向きに面する開放端と、頂部プレート１８に向かって
下向きに面する閉鎖端とを有するカップ部分６０を有する。カップ部分６０はまた、ステ
ンレス鋼から製造される。小さな円盤状の永久磁石６２は、カップ部分６０の閉鎖端にお
いてカップ部分６０の内側に固定される。第１の螺旋ばね６４は、カップ部分６０内に保
持され、制御部材５８を下向きに付勢して、枢着ロック部材５０の本体部分５４と接触さ
せるように、円盤状の磁石６２とボタン４６との間で作用する。
【００３２】
　スライダ１４はまた戻り止め６６を含む。戻り止め６６は、円筒状壁４０に対面する開
放端と、制御部材５８に略対面する閉鎖端とを有するカップ部分６８を含む。丸い頭部７
０がカップ部分６８の閉鎖端に設けられる。第２の螺旋ばね７２は、カップ部分６８内に
保持され、カップ部分６８と円筒状壁４０との間で作用して、カップ部分６８と丸い頭部
７０とを制御部材５８に向かって付勢する。カップ部分６８および戻り止め６６の丸い頭
部７０は、プラスチック材料から形成される。
【００３３】
　分かりやすさのため図示していないが、スライダ１４には、図３および図４に示した位
置の間の制御部材５８および戻り止め６６の移動を可能にするように、制御部材５８と戻
り止め６６とを正しい位置に保持するように機能する様々な内壁または構造を設けてもよ
い。
【００３４】
　次に、ジッパーの操作について説明する。
【００３５】
　スライダ１４の自然の構成は、図３に示されているロック構成である。このロック構成
では、制御部材５８のカップ部分６０は、第１の螺旋ばね６４によって下向きに保持され
、この結果、カップ部分６０は、枢着ロック部材５０の本体部分５４を支承する。次に、
枢着ロック部材５０は、本体部分５４が頂部プレート１８の第２の凹部３６内に位置し、
ロックピン５６が頂部プレート１８の開口３８を通過するように、制御部材５８によって
下方に保持される。図３に見られるように、ロックピン５６は、２つの列１０、１２の要
素１３から要素１３の間に間挿される。
【００３６】
　ロックピン５６は、枢着ロック部材５０が図３に示したロック位置にあるときに、２つ
の列１０、１２の要素１３に対して垂直に位置する第１の平坦面７４を有する。平坦面７
４と、２つの列１０、１２の要素１３の一方との間の接触により、開放方向のスライダ１
４の摺動移動（すなわち、図３に示したように右手側から左手側）が防止される。
【００３７】
　ロックピン５６はまた、傾斜面７６を有する。枢着ロック部材５０がロック位置にある
とき、図３に示したように、傾斜面７６は、２つの列１０、１２の要素１３に対して傾斜
している。閉鎖方向に（図３に示したように左から右に）スライダ１４を移動させる傾向
を有する力がスライダ１４に適用された場合、傾斜面７６が２つの列１０、１２の要素１
３をカムし、これにより、次に、ロックピン５６が２つの列１０、１２の要素１３の間か
ら係合解除されるように、枢着ロック部材５０が枢着させられる。このようにして、スラ
イダ１４が閉鎖方向に移動されるにつれて、枢着ロック部材５０は爪として作用し、２つ
の列１０、１２の要素１３をラチェットする。開放方向にスライダ１４を移動させる任意
の試みも、ロックピン５６が２つの列１０、１２の要素１３をロックするようにさせ、こ
れによって、ジッパーの開放を防止する。このことが達成される理由は、制御部材５８が
、第１の螺旋ばね６４の動作の下で枢着ロック部材５０を支承し、図３に示したロック位
置内に枢着ロック部材５０を付勢するからである。
【００３８】
　図３および図４に見られるように、制御部材５８は、円筒状壁４０、ボタン４６および
頂部プレート１８からなるケーシング内に実質的に完全に囲まれる。制御部材５８が包囲
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されるという事実は、図３に示したロック位置から上向きに制御部材５８を移動させるよ
うに、指またはねじ回しのような工具によって制御部材５８に接触することができないこ
とを意味する。
【００３９】
　図３に示したロック構成から図４に示したロック解除構成にスライダ１４をロック解除
するためには、図５に示したように、強力な永久磁石を使用することが必要である。図５
は、衣類のような物品からのセキュリティタグを取り外すために、小売店で共通に使用さ
れるタイプの取り外し磁石７８を示している。取り外し磁石７８がボタン４６に対して軽
く配置されたとき、磁気吸引力が、取り外し磁石７８と制御部材５８のカップ部分６０と
の間に作用する（カップ部分６０はステンレス鋼製である）。この磁気力は、図４および
図５に示したように、カップ部分６０が、ボタン４６に対してロック解除位置内に上向き
に移動するようにさせる。この移動により、第１の螺旋ばね６４は圧縮させられる。カッ
プ部分６０がボタン４６に接触すると、戻り止め６６の丸い頭部７０は、もはやカップ部
分６０に係合せず、これにより、戻り止め６６は、第２の螺旋ばね７２の動作の下で図３
～図５に示したように左から右の方向に移動することが可能になる。次に、この移動によ
り、戻り止め６６の丸い頭部７０は、制御部材５８のカップ部分６０の閉鎖端の下に係合
するようにされる。この位置にあるとき、戻り止め６６は、制御部材５８が枢着ロック部
材５０に向かって下方に移動して戻ることを防止する。戻り止め６６が、図４および図５
に示したロック解除位置に制御部材５８を保持するように作用すると、制御部材５８は、
取り外し磁石７８が取り外された場合でも、ロック解除位置に留まる。
【００４０】
　制御部材５８は、枢着ロック部材５０をもはや下方に押圧しない。制御部材５８に設け
られた円盤磁石６２は、枢着ロック部材５０（ステンレス鋼から製造される）を引き付け
、枢着ロック部材５０が図４と５に示す上昇したロック解除位置内に枢着するようにさせ
る。このロック解除位置において、ロックピン５６は、２つの列１０、１２の要素１３の
間にもはや間挿されない。したがって、制御部材５８がロック解除位置にあって、スライ
ダ１４は、開放方向または閉鎖方向に自由に移動することができる。
【００４１】
　スライダ１４は、ボタン４６を押し下げることによって図３に示したロック構成に戻さ
れる。ボタン４６が押し下げられると、これにより、制御部材５８が押し下げられる。次
に、制御部材５８のカップ部分６０は、戻り止め６６の丸い頭部７０を下方に支承し、こ
れにより、制御部材５８が下向きに移動して、枢着ロック部材５０と接触することを可能
にするように、戻り止め６６が第２の螺旋ばね７２に対抗して円筒状壁４０に向かって押
圧されて戻される。この動作中、戻り止め６６の丸い頭部７０が移動して戻り、制御部材
５８のカップ部分６０の円周面と接触する。制御部材５８は、第１の螺旋ばね６４によっ
て適用される力の下で、図３に示したロック位置内に枢着ロック部材５０を押圧して戻す
。したがって、再び、開放方向のスライダの移動が防止される。
【００４２】
　したがって、ジッパーは、通常ロック構成にあり、ジッパーの無許可の開放を防止する
。しかし、ジッパーは、小売取引ですでに共通に使用されているタイプの強力な永久磁石
を使用して、迅速、容易、かつ極めて簡単にロック解除することができる。無許可の開放
に対してロックすることができる既存のジッパーとは異なり、組み合わせロックのコード
を覚えるかまたは適切なキーを携行する必要はない。スライダは、ボタン４６を押圧する
ことによって簡単にロックすることができる。
【００４３】
　ジッパーの著しく望ましい使用が図６に示されている。図６は、小売り環境で、例えば
スーパーマーケットでセキュリティバッグとして便利に使用されるバッグ８０に取り付け
られたジッパーを示している。バッグ８０は、引き裂きまたは切断抵抗性の頑丈なプラス
チック材料から形成される。バッグ８０はまた、セキュリティバッグ内に配置された任意
の製品が潜在的顧客によって容易に観測できるように透明である。バッグ８０にはまた、



(10) JP 2016-506801 A 2016.3.7

10

20

30

小売り環境からセキュリティバッグ８０を持ち出す試みが行われた場合、聴覚的なアラー
ムを誘発するように設計されたセキュリティタグを設けてもよい。
【００４４】
　使用時、製品はバッグ内に配置され、ジッパーはスライダ１４を閉鎖方向に摺動させる
ことにより閉鎖される。スライダ１４が、図３に示したロック構成にあるとき、スライダ
を反対側の開放方向に摺動させて、バッグを開放することはできない。バッグから物品を
取り外すことが望まれるとき、店員は、開放方向にスライダ１４を摺動させることを可能
にするように、上述のように、取り外し磁石７８を使用して、スライダ１４をロック解除
することができる。
【００４５】
　特許請求の範囲に規定されるような本発明の範囲から逸脱することなしに、多くの適応
をジッパーにまたはセキュリティバッグに行ってもよいことが認識されるであろう。
【００４６】
　このような１つの適応において、戻り止め６６および枢着ロック部材５０を省略するこ
とが可能である。その代わりに、制御部材５８に、制御部材５８にしっかりと取り付けら
れるかまたは制御部材５８と一体に形成されるロックピンを設けてもよい。次に、制御部
材５８は、ロックピンが２つの列１０、１２の要素１３の間に間挿するように、関連のロ
ックピンと共に螺旋ばね６４によって下向きに永続的に付勢されるであろう。このように
して、スライダ１４は、第１の螺旋ばね６４に対抗して制御部材をロック解除位置内に移
動させるように、取り外し磁石７８がスライダ１４に対して配置されない限りまた配置さ
れるまで開放方向の移動に対してロックされるであろう。この適応において、制御部材５
８は、取り外し磁石７８が取り外されるとすぐにロック位置内に移動して戻るであろう。
したがって、この実施形態では、スライダが開放方向に移動されていた時間全体の間、ス
ライダに対抗して取り外し磁石７８を保持することが必要であったであろう。
【００４７】
　他の代わりの実施形態では、制御部材を完全に囲むことは不要である。制御部材は、例
えば、金属製円筒の形態を取ることができるであろう。上述のケーシングの代わりに、制
御部材は、開放端を有する円筒状チューブ内に密接して嵌合するであろう。次に、制御部
材は、磁石を制御部材と接触させるように、チューブの開放端内に円筒状磁石を挿入し、
次に、ロック解除位置内に制御部材を上向きに引っ張るように磁石を上向きに引っ張るこ
とによって、ロック解除位置内に持ち上げることができるであろう。円筒状チューブは、
円筒状ロック部材の平坦な端面のみがアクセス可能であるので、泥棒がその指によりまた
は工具により制御部材の上の購入品を奪うことを防止するであろう。
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